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メ
デ
ィ
ア
業
界
出
身
の
政
治
家 

―
『
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
の
分
析
を
通
し
て
― 

河
崎
吉
紀 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

  

本
稿
は
、
京
都
大
学
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研
究
室
の
基
幹
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
〝
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
〟
調
査
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
政
治

史
の
構
想
」（
代
表
・
佐
藤
卓
己
）
の
、
量
的
分
析
に
関
す
る
中
間

報
告
で
あ
る

(1)

。
こ
れ
ま
で
、
議
会
政
治
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関

係
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
数
多
く
の
研

究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
世
論
形
成
や
、
報
道
が
政
策
に
及
ぼ
す

影
響
、
政
治
家
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
な
ど
が
扱
わ
れ
て
き
た
。

対
し
て
、
本
研
究
で
は
人
材
供
給
と
い
う
観
点
か
ら
メ
デ
ィ
ア
と

政
治
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
。
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
経
歴
に
も
つ
政

治
家
は
だ
れ
な
の
か
。
彼
ら
の
教
育
的
背
景
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
活

動
と
議
会
政
治
と
の
結
び
つ
き
を
検
討
し
た
い
。 

 

対
象
は
メ
デ
ィ
ア
業
界
出
身
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
。
ま
ず
、

メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
議
員
の
抽
出
を
行
っ
た
。
次
に
、「
出
身
」

と
い
う
概
念
の
検
討
と
、
そ
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
の
留
意
点
を

指
摘
す
る
。
最
後
に
現
段
階
で
得
ら
れ
た
知
見
の
一
部
を
紹
介
し

よ
う
。 

 

用
い
た
資
料
は
、
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
衆
議
院
議
員
名
鑑
』

（
以
下
、『
名
鑑
』
と
記
載
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
〇
年
の
第

一
回
総
選
挙
か
ら
一
九
九
〇
年
の
第
三
九
回
ま
で
、一
〇
〇
年
間
で

当
選
し
た
全
議
員
を
収
録
し
て
い
る
。
凡
例
に
よ
れ
ば
、「
経
歴
は

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
、
既
刊
の
衆
議
院
議
員
略
歴
、
衆

議
院
要
覧
そ
の
他
の
資
料
を
参
考
と
し
て
」
編
集
さ
れ
て
い
る

(2)

。

ま
た
、
こ
れ
を
補
足
す
る
資
料
と
し
て
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
名

事
典
』、『
現
代
新
聞
批
判
』、『
地
方
別
日
本
新
聞
史
』
な
ど
を
用
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い
た

(3)

。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」（
ネ
ッ
ト

ア
ド
バ
ン
ス
）、「whoplus

」（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
を
参
照
し

た
。 

 

そ
の
う
ち
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
議
員
を
抽
出
し
た
。「
メ
デ

ィ
ア
」
の
範
囲
を
検
討
す
る
な
か
で
、
電
信
電
話
関
係
者
、
製
紙
、

印
刷
会
社
、
劇
場
、
作
家
な
ど
を
除
外
し
、
新
聞
社
、
通
信
社
、

放
送
局
、
映
画
会
社
に
限
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
〇
三
二
人
が

選
ば
れ
た
。
こ
れ
は
総
数
五
五
七
九
人
中
、
一
八
・
五
％
に
あ
た

る
。 

 

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
出
身
議
員
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
議
員
の
経
歴
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
前
職
が
メ
デ
ィ
ア
業

界
の
み
と
い
う
ケ
ー
ス
は
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
。
他
業
種
の
役
員

を
勤
め
て
い
た
り
、
市
会
議
員
、
県
会
議
員
な
ど
地
方
政
治
を
経

て
い
る
場
合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
基
盤
と
し
て

国
政
に
進
出
し
た
か
ど
う
か
は
、
歴
史
研
究
と
し
て
、
個
々
の
ケ

ー
ス
を
詳
細
に
調
べ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。 

 

で
は
、
逆
に
、『
名
鑑
』
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
議
員
は
だ
れ
か
に
つ

い
て
明
ら
か
に
で
き
る
。
本
研
究
で
は
、
職
業
に
関
す
る
記
述
の

う
ち
「
記
者
」「
編
集
」
な
ど
特
定
の
語
を
含
む
議
員
を
「
メ
デ
ィ

ア
経
験
議
員
」
と
し
て
分
類
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
同
じ
く
、
メ

デ
ィ
ア
の
経
営
者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
議
員
、
そ
の
う
ち
創
立

者
を
確
定
さ
せ
る
作
業
も
行
っ
た
。
ま
た
、
社
長
以
外
の
重
役
を

勤
め
た
議
員
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

  
 
 

二 

メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
議
員 

  

最
初
に
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
範
囲
か
ら
除
外
し
た
経
歴
に
つ
い
て

述
べ
て
お
こ
う
。
業
種
で
は
印
刷
、
製
紙
、
通
信
、
興
行
、
音
楽
、

広
告
、
写
真
な
ど
を
除
外
し
た
。
職
業
と
し
て
作
家
、
詩
人
、
歌

手
、
速
記
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
も
本
研
究
の
対
象
か
ら
外
し
て

い
る
。 

 

除
外
し
た
な
か
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
業
種
は
印
刷
業
で
、
二

一
人
中
一
〇
人
が
社
長
、
八
人
が
役
員
、
社
員
な
ど
そ
の
他
が
三

人
で
あ
る
。
次
い
で
製
紙
業
は
、
一
二
人
中
一
人
が
社
長
、
八
人

が
役
員
、
社
員
な
ど
そ
の
他
が
三
人
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
愛
知

県
選
出
の
中
野
四
郎
は
、
経
歴
に
第
一
中
外
印
刷
（
株
）
取
締
役
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と
記
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
（
資
）
日
本
旅
行
ク
ー
ポ
ン
社
長
、

協
進
海
運
（
株
）
社
長
な
ど
の
肩
書
き
が
あ
る
。
鹿
児
島
県
選
出

の
小
林
三
郎
も
、
日
満
印
刷
（
株
）
取
締
役
社
長
の
ほ
か
、（
資
）

堤
方
製
作
所
顧
問
、
武
蔵
野
乗
合
自
動
車
（
株
）
常
務
取
締
役
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
印
刷
、
製
紙
業
を
経
歴
に
あ
げ
る
議
員
の
ほ

と
ん
ど
は
重
役
と
し
て
他
業
種
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
単
独
で
業

界
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

一
方
、
通
信
業
は
、
一
二
人
中
五
人
が
電
信
電
話
公
社
の
職
員

を
勤
め
て
お
り
、
逓
信
局
、
電
信
局
勤
務
の
二
人
も
含
め
て
、
七

人
が
労
働
組
合
を
経
て
衆
議
院
に
当
選
し
て
い
る
。
ま
た
一
二
人

中
九
人
が
日
本
社
会
党
に
所
属
す
る
。
印
刷
、
製
紙
と
比
べ
て
、

こ
の
業
界
は
被
雇
用
者
を
代
表
し
て
い
る
人
物
が
多
い
。  

 

印
刷
、
製
紙
、
通
信
は
メ
デ
ィ
ア
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
提
供
す

る
が
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
関
与
し
て
い
な
い
た
め
、
本
研
究
で
は
対

象
外
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
一
〇
人
未
満
の
業
種
に
つ
い
て
は
省

略
す
る
。 

 

職
業
の
な
か
で
判
断
が
難
し
い
の
は
「
著
述
業
」
で
あ
る
。
須

磨
弥
吉
郎
は
一
九
一
九
年
に
外
務
省
に
入
り
、
南
京
総
領
事
、
ス

ペ
イ
ン
公
使
を
務
め
た
外
交
官
で
あ
る
。
諜
報
活
動
に
関
与
し
て

戦
後
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
で
逮
捕
、
不
起
訴
と
な
り
釈
放
、『
名
鑑
』

で
は
「
の
ち
著
述
業
に
従
事
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
公
職
追
放

が
解
除
さ
れ
、
一
九
五
三
年
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
し

当
選
し
た
。
三
田
村
武
夫
は
一
九
二
八
年
に
内
務
省
警
保
局
に
入

り
、
拓
務
省
管
理
局
を
経
て
「
の
ち
著
述
業
に
従
事
し
」、
一
九
三

七
年
、
中
野
正
剛
の
東
方
会
か
ら
出
馬
し
議
員
と
な
っ
た
。
満
井

佐
吉
は
陸
軍
士
官
学
校
、陸
軍
大
学
校
を
出
て
中
佐
ま
で
昇
進
し
、

二
・
二
六
事
件
で
禁
固
三
年
の
刑
を
受
け
免
官
と
な
っ
た
軍
人
で

あ
る
。「
の
ち
著
述
業
に
従
事
し
」、
一
九
四
二
年
の
翼
賛
選
挙
で

立
候
補
し
議
員
と
な
る
。
い
ず
れ
も
多
数
の
著
書
を
執
筆
し
て
い

る
が
、
お
も
な
経
歴
は
外
交
官
、
官
僚
、
軍
人
で
あ
る
。
ほ
か
に

下
川
儀
太
郎
、
豊
田
豊
吉
、
前
野
芳
造
、
山
口
武
秀
な
ど
も
「
著

述
業
」
と
の
記
載
は
あ
る
が
、
主
た
る
経
歴
と
み
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。 

 

作
家
で
は
高
倉
輝
が
一
九
一
六
年
に
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、

戯
曲
「
砂
丘
」
で
文
壇
に
認
め
ら
れ
、
小
説
『
高
瀬
川
』『
百
姓
の

う
た
』『
狼
』
な
ど
多
数
を
発
表
し
、
一
九
四
六
年
、
日
本
共
産
党

か
ら
立
候
補
し
て
衆
議
院
議
員
を
一
期
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
石

原
慎
太
郎
が
一
九
五
五
年
に
小
説
「
太
陽
の
季
節
」
を
発
表
し
、
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翌
年
、
芥
川
賞
を
受
賞
、
一
九
六
八
年
、
参
議
院
選
挙
に
当
選
し

て
政
治
家
と
な
り
、
一
九
七
二
年
の
第
三
三
回
総
選
挙
よ
り
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
。
作
家
、
詩
人
を
う
た
う
国
会
議
員
は
ほ
か
に

も
い
る
が
、専
業
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
た
め「
メ
デ
ィ
ア
」

の
範
囲
か
ら
は
除
外
し
た
。 

 

石
田
一
松
は
戦
前
、
演
歌
師
と
し
て
名
を
あ
げ
、
一
九
四
六
年

に
代
議
士
と
な
っ
た
歌
手
で
あ
り
、
伊
藤
よ
し
子
は
「
農
村
問
題

関
係
を
主
と
し
た
速
記
者
」
と
記
さ
れ
、
戦
後
、
伊
藤
好
道
の
地

盤
を
引
き
継
ぎ
、
一
九
五
八
年
の
総
選
挙
で
当
選
し
て
い
る
。
歌

手
、
速
記
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
し
か
見
当
た
ら
な
い
た
め
本
研
究

に
は
含
め
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
政
党
の
役
職
に
お
い
て
報
道
局
長
、
出
版
局
長
、
宣
伝

局
長
な
ど
の
肩
書
き
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
与
謝
野
馨
は
日
本
原

子
力
発
電
に
勤
務
の
あ
と
、
一
九
六
八
年
に
中
曽
根
康
弘
の
秘
書

と
な
り
、一
九
七
六
年
の
第
三
四
回
総
選
挙
で
初
当
選
し
て
い
る
。

自
由
民
主
党
内
で
出
版
局
次
長
、
商
工
局
次
長
な
ど
多
数
の
役
職

に
就
き
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
新
聞
局
長
が
含
ま
れ
る
。
平
沼
赳

夫
は
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
後
、日
東
紡
績
に
勤
め
、佐
藤
栄
作
、

中
川
一
郎
の
秘
書
を
経
て
一
九
八
〇
年
に
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
。

同
じ
く
自
由
民
主
党
内
で
青
年
局
次
長
、
地
方
局
長
な
ど
多
く
の

役
職
を
経
て
お
り
、
出
版
局
長
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
当
選
前
の
職
業
は
メ
デ
ィ
ア
以
外
に
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

に
関
連
す
る
党
内
の
役
職
は
複
数
あ
る
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

 

 

他
方
、
政
党
の
機
関
紙
な
ど
、
実
際
に
記
者
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
活
動
を
経
験
し
た
議
員
が
い
る
。
志
賀
義
雄
は
戦
前
、
雑

誌
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』、『
無
産
者
新
聞
』
を
編
集
し
、
戦
後
は
共

産
党
の
機
関
紙
『
ア
カ
ハ
タ
』
で
主
筆
を
務
め
、
一
九
四
六
年
に

衆
議
院
議
員
と
な
る
。
ま
た
、
米
原
昶
は
戦
前
、
弘
世
哲
夫
を
名

乗
っ
て
左
翼
運
動
を
行
い
、
戦
後
、『
ア
カ
ハ
タ
』
の
記
者
を
勤
め

て
、
一
九
四
九
年
に
出
馬
し
て
当
選
し
た
。
遠
藤
和
良
は
高
校
卒

業
後
、
日
本
楽
器
に
勤
め
、
一
九
六
五
年
に
創
価
学
会
の
機
関
紙

を
発
行
す
る
聖
教
新
聞
社
に
入
り
、
金
沢
支
局
長
、
徳
島
支
局
長

を
経
て
、
一
九
八
三
年
に
初
当
選
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
相
沢
武

彦
、
桑
名
義
治
、
武
田
一
夫
ら
が
『
聖
教
新
聞
』
の
支
局
長
、
記

者
を
経
歴
に
記
載
し
て
い
る
。 

 
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
政
党
に
お
け
る
役
職
の
う
ち
記
者
職

に
あ
っ
た
者
、
携
わ
っ
た
新
聞
雑
誌
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
者

を
「
メ
デ
ィ
ア
」
に
関
連
す
る
議
員
に
含
め
、
そ
れ
以
外
を
除
外
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し
た
。 

 

上
記
の
よ
う
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
過
程
を
経
て
、
メ
デ
ィ
ア
に

関
連
す
る
議
員
一
〇
三
二
人
を
特
定
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、
新

聞
社
、
通
信
社
、
放
送
局
、
映
画
会
社
に
関
与
し
た
と
『
名
鑑
』

の
経
歴
に
記
さ
れ
て
い
る
議
員
で
あ
る
。
紙
芝
居
や
図
書
館
な
ど

広
義
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
対
象
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
少
数
で
あ
り
、
今
回
の
分
析
で
は
扱
っ
て
い
な
い
。
本
研

究
が
指
す
と
こ
ろ
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
に
は
限
定
が
あ
る
こ
と
を
ふ

ま
え
て
結
果
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。 

  
 
 

三 

「
出
身
」
と
い
う
概
念 

  

次
に
、「
出
身
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
メ

デ
ィ
ア
出
身
議
員
と
い
っ
た
場
合
、
な
に
を
も
っ
て
「
出
身
」
と

言
え
る
の
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
若
い

頃
に
記
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
と
は
ま
っ
た
く

関
係
の
な
い
企
業
を
親
か
ら
受
け
継
ぎ
、
実
業
家
と
し
て
地
方
紙

を
買
収
、
社
長
と
な
っ
て
、
市
会
議
員
、
県
会
議
員
を
務
め
、
地

方
政
治
を
経
て
国
政
に
打
っ
て
出
た
と
す
れ
ば
、
は
た
し
て
「
メ

デ
ィ
ア
出
身
」
議
員
と
呼
べ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
く

つ
か
事
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。 

 

一
九
一
四
年
、
補
欠
選
挙
に
当
選
し
て
以
降
、
六
期
を
務
め
た

西
英
太
郎
の
経
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

小
城
郡
会
議
員
、
佐
賀
県
会
議
員
、
同
常
置
委
員
、
同
参
事

会
員
、
米
穀
委
員
会
委
員
と
な
る
、
ま
た
佐
賀
県
農
工
銀
行

頭
取
、
肥
前
電
気
鉄
道
、
唐
津
鉄
道
、
高
取
鉱
業
各
（
株
）

取
締
役
、
佐
賀
毎
日
新
聞
、
九
州
窯
業
各
（
株
）
社
長
、（
株
）

唐
津
製
鋼
所
監
査
役
、
同
顧
問 

  

確
か
に
佐
賀
毎
日
新
聞
の
社
長
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
し

た
議
員
で
は
あ
る
が
、
銀
行
の
頭
取
で
も
あ
り
、
鉄
道
会
社
の
取

締
役
で
も
あ
る
。
ま
た
、
郡
会
議
員
、
県
会
議
員
の
経
験
を
も
つ
。

国
政
へ
の
進
出
に
お
い
て
、
新
聞
社
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
の
か
は
『
名
鑑
』
の
経
歴
だ
け
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。 

 
そ
こ
で
、
日
本
新
聞
協
会
編
『
地
方
別
日
本
新
聞
史
』
を
見
る

と
、「
西
氏
は
唐
津
鉄
道
、
高
取
鉱
業
、
佐
賀
農
工
銀
行
の
重
役
を

つ
と
め
た
キ
ッ
ス
イ
の
実
業
家
で
、
氏
が
新
聞
社
長
と
な
っ
た
の
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は
血
の
気
の
多
い
新
聞
人
に
押
え
が
キ
ク
の
は
、
こ
の
人
以
外
に

な
い
と
こ
ろ
か
ら
求
め
ら
れ
て
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
ま
で
で
あ
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る

(4)

。
実
業
家
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
新
聞

の
歴
史
に
も
名
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
西
肥
日
報
』
の
主

筆
、
西
峯
火
は
民
政
党
の
代
議
士
、
西
英
太
郎
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る

(5)

。
筆
名
を
も
ち
主
筆
ま
で
務
め
た
と
な
れ
ば
、
単
な
る

実
業
家
と
割
り
切
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
西
は
東
京
で
中
村
正
直

に
学
び
、
武
富
時
敏
ら
と
自
由
民
権
運
動
に
加
わ
っ
た
。
武
富
が

創
刊
し
た
『
肥
筑
日
報
』
が
一
八
九
五
年
に
改
題
さ
れ
『
西
肥
日

報
』
と
な
っ
て
い
る
。 

 

鈴
木
梅
四
郎
は
一
九
一
二
年
の
第
一
一
回
総
選
挙
で
当
選
し
た

衆
議
院
議
員
で
あ
る
。『
名
鑑
』
に
よ
る
記
述
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。 

 

時
事
新
報
記
者
、
横
浜
貿
易
商
組
合
顧
問
兼
横
浜
貿
易
新
聞

社
長
、
三
井
銀
行
横
浜
、
神
戸
各
支
店
長
、
王
子
製
紙
（
株
）

専
務
取
締
役
、
社
団
法
人
実
費
診
療
所
理
事
長
、
帝
国
文
化

協
会
々
長
、台
南
製
糖
、台
湾
森
林
工
業
、晩
成
事
業
各（
株
）

取
締
役
会
長
、
共
同
火
災
保
険
、
第
一
火
災
保
険
、
昭
和
火

災
保
険
、
三
越
呉
服
店
、
東
洋
印
刷
各
（
株
）
重
役
と
な
る 

  

『
時
事
新
報
』
の
記
者
、『
横
浜
貿
易
新
聞
』
の
社
長
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
し
た
議
員
で
あ
る
と
言
え
る
。『
横
浜

貿
易
新
聞
』
は
横
浜
貿
易
商
組
合
の
機
関
紙
で
、
前
任
者
の
高
橋

義
雄
も
組
合
の
顧
問
と
新
聞
の
社
長
を
兼
任
し
て
い
る
。
高
橋
は

慶
應
義
塾
の
出
身
で
、
以
後
、
同
校
の
卒
業
生
が
主
筆
を
務
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

(6)

。
一
八
九
一
年
に
鈴
木
梅
四
郎
は
新
聞

経
営
者
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
三
井
銀
行
で
銀
行
員
と

な
り
、
王
子
製
紙
で
重
役
を
勤
め
、
保
険
会
社
や
三
越
な
ど
の
役

員
と
な
っ
て
お
り
、「
メ
デ
ィ
ア
出
身
」
と
呼
べ
る
の
か
ど
う
か
検

討
の
余
地
が
あ
る
。
加
え
て
、
鈴
木
の
名
を
後
世
に
残
す
の
は
、

実
業
家
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
社
会
運
動
家
で
あ
り
、
一

九
一
一
年
、
加
藤
時
次
郎
と
と
も
に
設
立
し
た
実
費
診
療
所
に
よ

る
功
績
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
診
察
料
を
無
料
に
し
、
薬

代
な
ど
実
費
の
み
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
低
所
得
者
層
を
対
象
と

し
た
病
院
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
国
井
庫
は
一
九
〇
二
年
の
第
七
回
か
ら
一
九
〇
八
年
の

第
一
〇
回
ま
で
四
期
当
選
し
て
い
る
。 
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準
訓
導
と
な
り
、
の
ち
代
言
人
、
次
い
で
弁
護
士
の
業
務
に

従
事
す
、
ま
た
山
形
新
聞
社
長
と
な
る 

  

右
記
わ
ず
か
な
『
名
鑑
』
の
記
載
に
三
種
の
職
業
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
の
は
一
〇
代
で
、
数
年
で
辞
め

た
後
、
織
物
業
を
営
み
、
そ
の
後
、
上
京
し
て
明
治
法
律
学
校
に

学
ん
で
い
る
。
一
八
八
七
年
に
代
言
人
と
な
り
、
一
八
九
〇
年
に

帰
郷
す
る
。
弁
護
士
業
の
傍
ら
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
九
〇
二
年

ま
で
山
形
新
聞
社
長
を
勤
め
た
。
こ
の
間
、
憲
政
本
党
山
形
支
部

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
一
九
〇
二
年
八
月
二
〇
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
を

見
る
と
、「
選
挙
雑
感
」
と
し
て
「
新
聞
関
係
諸
君 

中
に
は
北
村

左
吉
（
堺
新
聞
）
持
田
若
佐
（
野
州
日
報
）
横
尾
輝
吉
（
新
下
野

新
聞
）
望
月
小
太
郎
（
雑
誌
）
寺
井
純
司
（
陸
奥
新
聞
）
国
井
庫

（
山
形
新
聞
）
畑
隆
太
郎
（
秋
田
新
聞
）
阪
本
義
夫
（
中
国
民
報
）

高
田
早
苗
（
読
売
新
聞
）
等
も
加
へ
ら
る
ヽ
の
で
あ
る
」
と
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
国
井
は
メ
デ
ィ
ア
出
身
に
分
類
さ

れ
て
い
る

(7)

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
人
生
の
一
時
期
に
記
者
を
勤
め
、
新
聞
を
経
営

す
る
こ
と
が
あ
り
、
他
方
、
実
業
家
で
あ
り
、
社
会
運
動
家
で
あ

り
、
弁
護
士
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
経
歴
を
一
つ
に
絞
る
こ
と

は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
政
治
家
の
経
歴
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、

統
計
的
な
処
理
を
施
し
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

国
会
議
員
の
属
性
を
分
析
し
た
代
表
的
な
先
行
研
究
に
中
久
郎

編
『
国
会
議
員
の
構
成
と
変
化
』
が
あ
る
。
衆
議
院
総
選
挙
の
第

二
三
回
（
一
九
四
七
年
）
か
ら
第
三
五
回
（
一
九
七
九
年
）、
参
議

院
選
挙
の
第
一
回
（
一
九
四
七
年
）
か
ら
第
一
一
回
（
一
九
七
七

年
）
を
対
象
と
し
、
資
料
に
は
『
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果
調
』

『
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
調
』『
人
事
興
信
録
』『
国
会
便
覧
』

『
政
治
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』な
ど
を
用
い
て
所
属
政
党
、当
選
回
数
、

性
別
、
最
終
学
歴
、
出
身
職
業
な
ど
二
四
項
目
を
扱
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
は
、初
回
当
選
時
点
以
前
に
つ
い
て
い
た
職
業
の
う
ち
、

も
っ
と
も
長
期
、
主
た
る
職
業
、
議
員
に
な
る
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
「
出
身
職
業
」
を
一
つ
に
限
定

し
用
い
て
い
る
。
例
と
し
て
「
一
五
年
間
の
地
方
公
務
員
の
後
、

五
年
間
自
営
農
業
を
い
と
な
み
初
当
選
し
た
者
の
出
身
職
は
、
前
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者
の
「
地
方
公
務
員
」
を
と
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

(8)

。

さ
ら
に
「
現
職
」
と
い
う
項
目
を
別
に
立
て
て
区
別
し
て
い
る
。

こ
れ
は
公
務
員
の
立
候
補
制
限
に
よ
り
「
無
職
」
と
し
て
届
け
出

た
場
合
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
出
身
職
と
現
職
は
ほ

ぼ
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

上
記
、
中
久
郎
ら
の
研
究
の
続
編
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
青

木
康
容
「
帝
国
議
会
議
員
の
構
成
と
変
化
」
が
あ
る
。
対
象
は
第

一
回
（
一
八
九
〇
年
）
か
ら
第
二
一
回
（
一
九
四
二
年
）
ま
で
、

戦
前
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
あ
る
。『
名
鑑
』
を
お
も
な
資
料
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、「
経
歴
と
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
初
当
選
や

再
選
と
の
前
後
関
係
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
職
歴
に

関
し
て
、
そ
れ
が
初
職
な
の
か
初
当
選
直
前
の
職
業
な
の
か
、
あ

る
い
は
議
員
に
在
任
中
の
職
業
な
の
か
、
議
員
を
辞
職
し
て
か
ら

の
職
業
な
の
か
、
と
い
っ
た
重
要
な
観
点
が
判
断
で
き
な
い
の
で

あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に

(9)

、『
名
鑑
』
に
記
載
の
経
歴
が
当

選
に
作
用
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
職
業

か
ら
一
つ
を
同
定
す
る
こ
と
の
困
難
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
二
〇
の
コ
ー
ド
に
議
員
の
経
歴
を
分
類
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
基
準
を
設

け
て
、
複
数
あ
る
経
歴
の
な
か
か
ら
主
要
な
職
業
を
同
定
す
る
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
歴
の
順
序
、
期
間
は

も
と
よ
り
、
そ
の
国
政
進
出
に
果
た
し
た
重
要
性
に
つ
い
て
の
判

断
は
、
歴
史
研
究
と
し
て
詳
細
を
調
べ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と

い
う
余
地
を
残
す
。 

  
 
 

四 

メ
デ
ィ
ア
経
験
議
員
と
メ
デ
ィ
ア
経
営
議
員 

  

で
は
逆
に
、『
名
鑑
』
か
ら
計
量
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る

議
員
は
だ
れ
か
」「
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
議

員
は
だ
れ
か
」
を
特
定
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
作
業
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

 

『
名
鑑
』
お
よ
び
補
足
資
料
に
お
い
て
、
職
業
に
関
す
る
記 

述
の
う
ち
、「
記
者
」「
編
集
」「
主
筆
」「
論
説
」「
主
幹
」「
支
局
」

「
特
派
」「
政
治
部
長
」「
政
治
部
副
部
長
」「
政
経
部
長
」「
経
済

部
長
」「
文
芸
部
長
」「
地
方
部
長
」「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」「
キ
ャ
ス

タ
ー
」「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」「
販
売
局
長
」「
営
業
部
長
」「
広
告

部
長
」「
広
告
局
」「
業
務
部
長
」「
企
画
部
長
」
の
い
ず
れ
か
の
語
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を
含
む
者
、
ま
た
、
所
属
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
続
き
「
入
社
」「
社
員

(10)

」「
勤
務
」「
入
る
」「
入
り
」
と
記
載
さ
れ
る
者
を
メ
デ
ィ
ア
経

験
者
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
五
〇
人
を
抽
出
で
き
た
。
第
一
回

総
選
挙
よ
り
一
〇
〇
年
間
に
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
五
五
七
九
人

中
、
九
・
九
％
が
経
歴
上
、
メ
デ
ィ
ア
で
働
い
た
経
験
が
あ
る
と

『
名
鑑
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

図
１
は
メ
デ
ィ
ア
経
験
者
の
議
席
に
占
め
る
割
合
を
選
挙
回
別

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
高
い
数
値
が
、
一
九
一
七
年

の
第
一
三
回
総
選
挙
に
占
め
る
割
合
で
二
〇
・
七
％
で
あ
る
。
一

八
九
〇
年
の
第
一
回
か
ら
こ
の
時
ま
で
、
人
生
の
一
時
期
に
何
ら

か
の
形
で
メ
デ
ィ
ア
で
働
い
た
経
験
を
も
つ
議
員
が
増
え
て
い
く
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
頭
打
ち
と
な
り
、
翼
賛
選
挙
と
呼
ば
れ
る
第

二
一
回
総
選
挙
の
一
九
四
二
年
ま
で
約
二
五
年
間
、
平
均
で
二
割

弱
程
度
の
シ
ェ
ア
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
一
回
で
大
き

く
議
席
を
減
ら
し
、
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
、
第
二
二
回
総
選
挙

で
一
二
・
二
％
に
ま
で
シ
ェ
ア
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」
で
行
わ
れ
た
一
九
五
三
年
の
第
二
六
回
総

選
挙
に
か
け
、
や
や
回
復
を
見
せ
、
一
六
・
三
％
ま
で
巻
き
返
す

が
、
そ
れ
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
経
験
者
が
議
席
に
占
め
る
割
合
は
減 

っ
て
い
き
、
一
九
七
二
年
、
第
三
三
回
総
選
挙
で
つ
い
に
一
〇
％

を
切
っ
て
し
ま
う
。
戦
前
、
一
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
最
後
の
選
挙

は
一
八
九
八
年
の
第
六
回
総
選
挙
で
あ
る
か
ら
、
情
勢
は
七
四
年

を
か
け
て
一
九
世
紀
末
へ
戻
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

同
様
に
「
社
長
」「
社
々
長
」「
社
主
」「
会
長
」「
頭
取
」「
代
表

者
」「
代
表
取
締
役
」「
代
表
社
員
」「
経
営
」「
営
み
」「
営
む
」「
主

管
」「
主
宰
」「
発
行
」「
発
刊
」「
刊
行
」「
創
刊
」「
創
立
」「
設
立
」

の
い
ず
れ
か
の
語
を
含
む
者
を
メ
デ
ィ
ア
経
営
者
と
し
た
。
そ
の

数
、
五
七
七
人
、
全
体
の
一
〇
・
三
％
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
メ

デ
ィ
ア
経
験
者
と
メ
デ
ィ
ア
経
営
者
、
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
者

が
二
〇
五
人
で
あ
る
。
記
者
や
編
集
、
主
筆
と
い
っ
た
経
歴
に
比

べ
、
経
営
者
と
な
る
ほ
う
が
順
序
が
後
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。

選
挙
に
当
選
後
、
あ
る
い
は
政
治
家
を
引
退
し
て
か
ら
就
任
し
た

ケ
ー
ス
を
含
む
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

さ
て
、
図
２
は
メ
デ
ィ
ア
経
営
者
の
議
席
に
占
め
る
割
合
を
選

挙
回
別
に
示
し
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
の
第
一
回
か
ら
一
八
九
四

年
の
第
四
回
ま
で
、
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
目
立
つ
。
こ

れ
は
、「
発
行
」「
発
刊
」「
刊
行
」「
創
刊
」「
創
立
」「
設
立
」
の

い
ず
れ
か
の
語
を
経
歴
の
記
載
に
含
み
、
人
生
の
い
ず
れ
か
の
時 
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図2 メディア経営者の議席に占める割合 図1 メディア経験者の議席に占める割合 
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社
長
、
創
刊
者
な
ど
ほ
か
の
項
目
と
重
複
す
る
者
も
含
む
。
役
員

に
し
か
名
を
連
ね
な
い
者
も
多
く
、
一
一
〇
人
い
る
。 

 

た
と
え
ば
、
山
形
県
選
出
の
議
員
で
、
第
一
五
回
か
ら
第
二
一

回
ま
で
七
期
を
務
め
た
高
橋
熊
次
郎
は
、
山
形
自
由
新
聞
社
取
締

役
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
形
商
業
銀
行
の
取
締
役
で
も
あ
り
、
上

山
電
気
の
社
長
を
勤
め
、
傍
ら
高
橋
農
園
を
経
営
し
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
北
海
道
選
出
の
山
本
厚
三
は
第
一
四
回
か
ら
第
二
一
回

ま
で
八
期
務
め
て
い
る
。小
樽
新
聞
の
取
締
役
で
あ
る
。加
え
て
、

小
樽
倉
庫
、
小
樽
商
船
、
松
前
造
林
の
社
長
で
あ
り
、
北
日
本
汽

船
、
北
海
道
製
綿
、
大
正
製
麻
の
取
締
役
で
も
あ
り
、
北
海
道
練

乳
、
定
山
渓
鉄
道
で
は
監
査
役
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

確
か
に
、
役
員
に
名
を
連
ね
る
だ
け
で
は
、「
メ
デ
ィ
ア
出
身
」

議
員
と
は
呼
べ
な
い
。
名
誉
職
の
可
能
性
も
高
い
。
と
は
い
え
、

数
あ
る
業
種
の
な
か
で
、

有
権
者
に
政
治
的
影
響

を
及
ぼ
せ
る
企
業
に
関

与
し
て
い
る
、
と
考
え

れ
ば
見
過
ご
す
こ
と
も

で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
研
究
で
は
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
議
員
と
し
て
把
握
し
て

い
る
。 

  
 
 

五 

メ
デ
ィ
ア
別
の
集
計 

  

最
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
別
の
集
計
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

う
（
表
１
）。
新
聞
を
経
歴
に
記
載
す
る
議
員
が
圧
倒
的
に
多
く
八

四
八
人
で
あ
る
。
最
初
の
選
挙
か
ら
一
〇
〇
年
間
で
、
経
歴
に
新

聞
を
あ
げ
た
議
員
が
全
体
の
一
五
・
二
％
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
い
で
出
版
の
一
八
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。通
信
社
も
含
め
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
が
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
関
係
し
て
い
る
。 

 

放
送
で
は
一
九
一
七
年
の
第
一
三
回
総
選
挙
に
当
選
し
た
大
島

宇
吉
が
も
っ
と
も
早
く
、「
日
本
放
送
協
会
理
事
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
、
一
八
八
七
年
に
『
愛
知
絵
入

新
聞
』
を
創
刊
、
翌
年
、『
新
愛
知
』
と
改
題
、
ほ
か
多
く
の
地
方

紙
を
経
営
し
た
新
聞
人
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
第
一
六
回

総
選
挙
で
一
期
務
め
た
磯
野
庸
幸
が
い
る
。
経
歴
に
は
ラ
ジ
オ
関

東
社
長
と
あ
る
が
、
横
浜
正
金
銀
行
勤
務
の
後
、
貿
易
業
を
営
み

政
界
へ
進
出
、多
額
納
税
者
と
し
て
貴
族
院
議
員
を
務
め
て
お
り
、

表1 メディア 

新聞 848 

通信社 73 

出版 180 

放送 73 

映画 28 

注：複数回答 
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ラ
ジ
オ
に
か
か
わ
っ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
放

送
業
界
か
ら
政
治
家
へ
と
い
う
順
序
は
た
ど
っ
て
い
な
い
。 

 

戦
後
に
な
っ
て
放
送
を
経
歴
に
記
載
す
る
議
員
は
増
え
て
い
く

が
、
多
く
が
経
営
者
、
役
員
で
あ
り
、
放
送
の
現
場
経
験
者
で
は

な
い
。
放
送
局
の
記
者
を
経
歴
に
載
せ
て
い
る
の
は
、
一
九
六
七

年
の
第
三
一
回
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
水
野
清
が
初
め
て
で
あ
る
。

水
野
は
一
九
五
一
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
入
局
し
、
お
も
に
経
済
を
担
当

す
る
記
者
と
し
て
勤
務
す
る
。
そ
の
後
、
赤
城
宗
徳
農
林
大
臣
の

秘
書
官
を
経
て
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
、議
員
が
メ
デ
ィ
ア
に
関
与
し
た
時
期
が
、当
選
の
前
後
、

ど
ち
ら
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
単
な
る
役
員
と

し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
も
含
め
、
今
後
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
そ
れ
自
体
の
時
期
に
も
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
。 

 

一
日
の
発
行
部
数
が
数
千
部
か
ら
数
万
部
と
い
う
一
九
世
紀
の

新
聞
と
、
一
日
あ
た
り
数
十
万
部
、
数
百
万
部
と
い
っ
た
二
〇
世

紀
の
新
聞
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
議
会
開
設
を
求

め
る
自
由
民
権
運
動
の
な
か
で
政
論
を
掲
載
し
た
大
新
聞
、
市
井

の
事
件
を
中
心
に
挿
し
絵
を
入
れ
、
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
た
小
新
聞

か
ら
、
日
清
、
日
露
の
戦
争
を
経
て
部
数
を
拡
大
さ
せ
、
企
業
と

し
て
成
長
し
て
い
く
報
道
中
心
の
新
聞
ま
で
、
目
的
や
内
容
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
口
に
「
新
聞
」
と
言
っ
て
も
、
そ

の
性
格
は
一
〇
〇
年
間
で
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。 

 

所
属
す
る
新
聞
記
者
も
、
政
論
を
構
想
す
る
明
治
の
同
志
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
し
編
集
す
る
被
雇
用
者
へ
と
変
貌
し
、「
主
筆
兼

社
長
」
と
い
う
肩
書
き
も
、
経
営
者
が
筆
を
執
ら
な
く
な
る
こ
と

で
耳
慣
れ
な
い
言
葉
と
化
し
て
い
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
社
員

と
な
り
、
退
職
金
を
も
ら
っ
て
定
年
を
迎
え
る
新
聞
記
者
と
、
自

由
民
権
運
動
に
奔
走
し
、
自
ら
少
部
数
の
政
論
新
聞
を
創
刊
し
た

新
聞
記
者
で
は
、
担
い
手
の
性
格
も
異
な
る
。 

 

ま
た
、「
出
版
」
と
い
う
言
葉
の
範
囲
に
も
注
意
し
た
い
。
た
と

え
ば
、
四
王
天
延
孝
は
第
二
一
回
の
翼
賛
選
挙
で
一
期
の
み
務
め

た
陸
軍
中
将
で
あ
る
が
、
経
歴
に
は
「
雑
誌
「
正
剣
」「
猶
太
研
究
」

を
発
行
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
一
九
三
〇
年
代
に

四
期
務
め
た
藤
生
安
太
郎
が
「
武
道
公
論
社
長
」「
月
刊
雑
誌
「
道

議
」
を
主
宰
す
」
と
書
か
れ
て
い
た
り
、
戦
後
も
長
ら
く
議
員
を

務
め
た
吉
田
賢
一
が「
ひ
の
も
と
会
等
を
興
し
、こ
れ
を
主
宰
し
、

雑
誌
「
ひ
の
も
と
」
を
発
刊
す
」
と
い
う
経
歴
を
記
載
し
て
い
る
。 
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一
方
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
を
創
業
し
た
石
山
賢
吉
や
『
潮
』

編
集
長
の
池
田
克
也
、
平
凡
社
に
勤
め
た
高
橋
守
平
な
ど
、
市
場

に
流
通
す
る
書
籍
、
雑
誌
を
扱
っ
た
国
会
議
員
も
い
る
。「
出
版
」

の
分
類
に
は
、
講
談
社
な
ど
企
業
形
態
の
も
の
も
あ
れ
ば
、『
紫
溟

雑
誌
』
の
よ
う
に
政
治
結
社
に
連
な
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

 

機
関
誌
の
よ
う
な
も
の
で
国
会
図
書
館
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な

い
雑
誌
で
あ
っ
て
も
、
議
員
の
経
歴
に
記
載
さ
れ
た
と
い
う
事
実

か
ら
、
本
研
究
で
は
に
わ
か
に
排
除
せ
ず
対
象
と
し
て
残
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る
も
の
か
ら
少
部
数
の
特
殊

な
雑
誌
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
は
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。 

  
 
 

六 

お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア
関
連
議
員
の
抽
出
と
、
な
か
で
も
「
メ

デ
ィ
ア
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
議
員
は
だ
れ
か
」「
メ
デ
ィ
ア
の
経

営
者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
議
員
は
だ
れ
か
」
を
特
定
す
る
過
程

に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
。
確
か
に
、
経
歴
か
ら
当
選
へ
の
影
響

と
い
う
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査
で
は
十
分
に
解
明
で

き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
影
響
を
及
ぼ
す
変
数
が
無
数
に
あ
っ

て
、
経
歴
と
当
選
の
あ
い
だ
に
単
純
な
因
果
関
係
を
想
定
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
新
聞
社
、
通
信
社
、
放
送
局
、

映
画
会
社
に
関
与
し
た
と
『
名
鑑
』
の
経
歴
に
記
さ
れ
て
い
る
議

員
を
把
握
し
、
現
場
経
験
者
を
絞
り
込
ん
で
、
総
数
に
占
め
る
割

合
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
そ
の
規
模
感
を
つ
か
む
こ
と
は
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
回
別
に
推
移
を
た
ど
る
こ
と
で
、
彼
ら

が
活
躍
し
た
時
代
に
つ
い
て
も
、
お
お
よ
そ
の
変
遷
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
。 

 

メ
デ
ィ
ア
経
験
議
員
の
黄
金
時
代
は
第
一
三
回
か
ら
二
〇
回
の

二
五
年
に
わ
た
る
。
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
、
メ
デ

ィ
ア
の
現
場
で
働
い
た
経
験
を
も
つ
議
員
が
、
約
二
割
の
議
席
を

占
め
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
そ
の
よ
う
な
議
員
は

激
減
し
、
戦
後
は
徐
々
に
シ
ェ
ア
を
落
と
し
て
い
く
。
議
会
へ
の

人
材
供
給
と
い
う
観
点
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
の
関
係
に
変
化

が
生
じ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

 

ま
た
、人
生
の
一
時
期
に
メ
デ
ィ
ア
を
経
営
し
た
議
員
の
数
も
、

時
代
に
よ
っ
て
増
減
し
て
い
る
。
当
選
後
の
経
歴
が
反
映
さ
れ
て
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い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
戦
前
、
長
ら
く
一
五
％
以
上
の
議
席

を
占
め
て
い
た
彼
ら
が
、
戦
後
は
そ
れ
ま
で
の
水
準
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指

摘
で
き
よ
う
。 

 

以
上
、
本
報
告
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
析
過
程
を
説
明
し
、

そ
の
知
見
の
一
部
を
披
露
し
た
。
今
後
、
詳
細
な
歴
史
研
究
を
も

っ
て
こ
れ
ら
現
象
の
解
明
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1)
研
究
目
的
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
卓
己
「
巻
頭
言
―
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
研
究
室
の
基
幹
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
」『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
二
号
、
二
〇
一
六
年
を
参
照
。 

(2)
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
、
凡
例
一

頁
。 

(3)
山
田
健
太
編『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
名
事
典 

明
治
〜
戦
前
編
』日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、

二
〇
一
四
年
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
名
事
典
」
編
集
委
員
会
編
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
名

事
典 

戦
後
〜
現
代
編
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
四
年
。『
現
代
新
聞
批
判
』
不
二

出
版
、
一
九
九
五
年
。
日
本
新
聞
協
会
編
『
地
方
別
日
本
新
聞
史
』
日
本
新
聞
協
会
、
一

九
五
六
年
。 

(4)
日
本
新
聞
協
会
編
、
前
掲
書
、
四
五
一
頁
。 

(5)
河
村
竜
夫
「
青
木
繁
と
佐
賀
（
上
）」『
新
郷
土
』
一
八
五
号
、
一
九
六
四
年
、
四
頁
。

 

(6)
上
田
由
美
「『
横
浜
貿
易
新
聞
』
と
慶
応
義
塾
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
」『
開
港

の
ひ
ろ
ば
』
一
〇
六
号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
頁
。 

(7)
玉
芙
蓉
「
選
挙
雑
感
（
三
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
二
年
八
月
二
〇
日
朝
刊
、
七

面
。 

(8)
中
久
郎
編
『
国
会
議
員
の
構
成
と
変
化
』
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
〇
年
、
一
三

頁
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(9)
青
木
康
容
「
帝
国
議
会
議
員
の
構
成
と
変
化
（
一
）
―
政
治
家
と
し
て
の
旧
地
主
階
級
」

『
評
論
・
社
会
科
学
』
五
二
号
、
一
九
九
五
年
、
六
三
頁
。 

(10)
た
だ
し
、「
代
表
社
員
」
は
メ
デ
ィ
ア
経
営
者
に
含
む
。 
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